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小
嶋
光
明 

委
員
長

（
概
要
）
民
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

設
備
を
設
置
・
使
用
す
る
目

的
で
他
の
土
地
等
を
使
用
す

る
た
め
に
法
律
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正

を
行
う
。

（
質
疑
な
し
）

　
　
　
収
集
運
搬
業
務
委
託

料
は
、
ご
み
の
量
に
関
係
な

い
よ
う
な
考
え
方
み
た
い
だ

が
、
ご
み
の
量
が
極
端
に
増

え
た
場
合
は
、
業
務
を
さ
れ

る
方
も
大
変
に
な
る
と
思
う

が
、
そ
の
辺
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　

こ
ち
ら
で
年
間
の
排

出
量
を
見
込
ん
で
お
り
、
大

幅
な
増
減
が
あ
っ
た
場
合

は
、
変
更
契
約
を
す
る
、
と

い
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
地
域
高
規
格
道
路
の

深
江
か
ら
口
之
津
ま
で
の
概

略
設
計
は
、
繰
越
し
が
１
，

３
０
０
万
円
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
ど
う
し
て
な
の
か
。

　
　
　

当
初
、
深
江
か
ら
口

之
津
ま
で
の
約
30
㎞
の
予
算

で
し
た
が
、
精
査
を
行
い
、

実
質
の
距
離
が
25
㎞
ぐ
ら
い

に
な
っ
た
こ
と
、
そ
れ
と
入

札
の
執
行
率
に
よ
り
、
事
業

費
が
１
，
７
０
０
万
円
と

な
っ
た
。
そ
の
う
ち
４
年
度

は
４
０
０
万
円
の
前
金
払
い

を
行
っ
た
た
め
、
繰
越
額
が

１
，３
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
　
　
距
離
が
短
く
な
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
深
江
か
ら

口
之
津
ま
で
の
当
初
の
計
画

区
間
は
変
更
な
い
の
か
。

　
　
　

区
間
の
変
更
は
な

い
。
延
長
に
つ
い
て
は
、
う

ま
く
直
線
を
つ
な
い
で
い
く

こ
と
で
、
25
㎞
前
後
で
収
ま

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
新
規
就
農
者
育
成
総

合
対
策
事
業
費
で
、
条
件
が

あ
て
は
ま
ら
な
く
て
申
請
が

減
り
６
，
４
０
０
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ

け
し
か
申
請
が
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
何
が
問

題
な
の
か
。

　
　
　

こ
れ
ら
は
、
国
の
事

業
で
、
条
件
が
少
し
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
所

得
要
件
で
あ
っ
た
り
、
１
年

間
の
研
修
が
必
要
で
あ
っ
た

り
、
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
ほ
か
の
事
業
で

不
採
択
に
な
っ
た
も
の
に

は
、
国
の
基
準
で
は
、
ヘ
ク

タ
ー
ル
単
位
の
規
模
を
想
定

し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
申

請
で
は
10
ａ（
ア
ー
ル
）
と

か
20
ａ
と
い
っ
た
小
規
模
の

申
請
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
。

（
概
要
）
収
益
的
収
入
の
主

な
も
の
と
し
て
、
給
水
収
益 

６
億
８
，８
９
９
万
６
千
円
、

市
内
に
１
，
７
３
９
基
あ
る

消
火
栓
の
年
間
の
維
持
管
理

経
費
と
し
て
、
一
般
会
計
か

ら
負
担
の
他
会
計
負
担
金
は 

３
，
９
１
２
万
７
千
円
、「
み

な
し
償
却
制
度
」
の
廃
止
に

伴
う
減
価
償
却
見
合
い
分
の

戻
入
の
長
期
前
受
金
戻
入
は 

１
億
５
，６
９
３
万
５
千
円
、

基
準
外
繰
入
分
の
人
件
費
な

ど
の
他
会
計
負
担
金 

は
１

億
９
，
１
８
５
万
３
千
円
、

基
準
内
繰
入
分
の
起
債
償
還

金
元
金
の
資
本
費
繰
入
収
益 

は
、
２
億
１
，
６
２
５
万
６

千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
消
火
栓
維
持
管
理
費

負
担
金
が
、
昨
年
度
に
比
べ

12
％
ほ
ど
増
加
し
て
い
る

が
、
ど
う
い
う
理
由
か
。

　
　
　

消
火
栓
の
基
数
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
と
変
わ
り

な
い
が
、
労
務
単
価
や
工
事

単
価
が
高
騰
し
た
関
係
で
、

増
え
て
い
る
。

（
概
要
）
収
益
的
収
入
の
主

な
も
の
と
し
て
、
営
業
収
益

使
用
料 

６
，
２
６
３
万
６

千
円
、
雨
水
処
理
に
要
す
る

経
費
を
一
般
会
計
か
ら
負
担

金
と
し
て
受
け
入
れ
る
他
会

計
負
担
金
は
、 

１
億
４
，
８

２
２
万
２
千
円
、
起
債
償
還

金
元
金
及
び
利
子
、
人
件
費

及
び
減
価
償
却
費
相
当
分
の

他
会
計
補
助
金
は
２
億
３
，

９
８
１
万
５
千
円
、「
み
な

し
償
却
制
度
」
の
廃
止
に
伴

う
減
価
償
却
見
合
い
分
の
戻

入
の
長
期
前
受
金
戻
入
は 

１
億
７
，
７
７
１
万
１
千
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
開
田
ポ
ン
プ
場
で
、

委
託
料
が
計
上
し
て
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行

う
の
か
。
今
ま
で
ポ
ン
プ
場

の
改
修
と
か
さ
れ
て
き
た

が
、
結
局
、
雨
が
ふ
っ
た
時

に
は
、
消
防
署
の
前
が
つ

か
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
辺

ま
で
含
め
て
診
断
を
さ
れ
る

の
か
。

　
　
　

今
回
は
、
施
設
の
地

震
に
対
す
る
調
査
を
行
う
た

め
の
予
算
で
あ
る
。
浸
水
に

対
し
て
は
、
ポ
ン
プ
を
１
基

増
や
し
て
３
基
に
す
る
な
ど

の
対
策
を
講
じ
て
き
た
が
、

確
か
に
大
雨
の
時
に
は
つ

か
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
、
ポ
ン
プ
の
能
力

な
ど
に
つ
い
て
も
十
分
に
考

え
て
い
き
た
い
。

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

【
議
案
第
８
号
】南
島
原
市

水
道
事
業
給
水
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

【
議
案
第
11
号
】令
和
４
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）

【
議
案
第
17
号
】令
和
５
年

度
南
島
原
市
水
道
事
業
会

計
予
算

【
議
案
第
18
号
】令
和
５
年

度
南
島
原
市
下
水
道
事
業

会
計
予
算


